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１．はじめに 
 恐竜化石を発掘調査する際に、化石がある程度埋積した

状態を保存できれば、化石の復元や化石含有層の解析など

に有用である。特に外国での調査では時間的な制限もあり、

発掘作業を長く中断して埋積状態を記録することができな

いこともある。また、恐竜化石発掘地は、広範囲にわたり地

層が露出しており、その一部がガリー侵食を受けて、小規模

にかつ複雑に起伏を繰り返しながら地層面や断面が現れる

ので、化石含有層を記載する作業においても、効率的な調査

が要求される。以上のような場面で３D レーザースキャナ

ーは非常に便利な発掘記録・露頭記載ツールである。 

 文部科学省の平成 28年度私立大学等研究ブランディング

事業で、岡山理科大学が応募した「恐竜研究の国際的拠点形

成―モンゴル科学アカデミーとの協定に基づくブランディ

ング―」が採択された。この研究助成によって地上型３D レ

ーザースキャナーを導入し、平成 29 年度のゴビ砂漠での現

地調査で利用したので、その成果の一部を紹介する。 

 

２．３Dレーザースキャナー 
 導入した３D スキャナーは、FARO 社の Focus3D X130

である（第 1 図）。カタログデータでは、130m までの中距

離用地上型レーザースキャナーで、本体サイズは 24cm×

20cm×10cm、本体重量は約 5kg と小型軽量化されている

ため現地調査への持ち出しが可能である。測定速度は最大

976000point/秒で、位置情報の取得と同時に測定点の色値

も取得できる。垂直方向・水平方向の解像度は 0.009°とな

っている。 

 点群データの処理及び地形モデルの作成は、付属の専用

解析ソフト Scene を利用する。Scene では複数地点でスキ

ャンされた点群データの接合や、地形モデルの表示、距離測

定などができる。 

 

３．平成 29年度夏の調査での利用 
 平成29年度夏の調査は、7月後半から9月上旬にかけて、

モンゴル東南部から南部の上部白亜系を対象として実施し

た。 

3.1 足跡化石 

 平成 29 年度の現地調査では、Khavirgiin Zoo で、最大

106cm の大型竜脚類の足跡化石が発掘された。最終的に複

数の足跡が掘り出されたが、これらは 1 個体が連続的に付

けたものと考えられ、移動しながら足跡を残したものと解

釈された。また、足跡形態からこの竜脚類の歩行中の姿勢な

ども考察されている（石垣,2018）。それらの足跡化石は現地

でスキャニングされ、足跡化石の３D 地形モデルが作成さ

れた（第 2 図）。 

 

3.2 露頭記録 

 モンゴル南東部の Shar Tsav の調査地は、高さ約 30m の

段丘崖の下にあたる侵食前線となっている場所で、平坦な

地層面が露出して数段の平坦面を形成し、それらをガリー

が切り込んでいる。ここには上部白亜系 Bayanshiree 層が

露出しており、広大な地域全体が露頭である。本調査で使用

した３D レーザースキャナーは、地表面の位置からなる点

群データと同時にその点群付近の色値を取得できるので、

点群が密な場所は、デジタルスチール写真のように露頭の

様子が記録できる。Shar Tsav における地形モデルの一例を

第 3 図に示す。 

 

４．使用感など 
 当初、ゴビ砂漠での３D レーザースキャナーの使用にあ

たり、直射日光による温度上昇で電子機器へ影響がでるこ

と考えられたため、簡易のカバーを用意したが、使用中にカ

バーが風を受けて機器が微動する影響が見られた。結局カ

バー未使用でも熱暴走することはなかったので、長時間連

続使用しなければ、この影響は抑えられることがわかった。

むしろ、風の影響は深刻で、測定時の機器の揺れ、ミラー等

の汚損、砂粒子の精密駆動部への侵入などが心配される。 
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第 1 図 Shar Tsav における露頭記録での利用 日よけのカバーを装着した状態。 

 

 

 
第 2 図 Khavirgiin Zoo で発掘された大型竜脚類の足跡（点群処理ソフト Scene でオルソ表示） 

 

 

 
第 3 図 Shar Tsav 調査サイトの地形モデル（Scene による鳥瞰表示） 

52




